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内容要旨

匂いの情報は嘆覚伝導路を通じて大脳辺線系，視床下部に入力され，本能的行動や感J情

に影響を与える.近年，匂いの脳機能に及ぼす影響については，脳波，事象関連電位，

P訂などによる研究がある.しかし，匂いの大脳誘発電位ヘ及ぼす効果についての研究

は当教室の聴覚性誘発電位 (AEP) による研究しかない.木研究では健常成人男性15名

を対象として，ラベンダーおよびペパーミントの匂いを含む空気を吸入させ，視覚性誘発

電位 (VEP) を含む脳波を，単極誘導 (01→A1+2)および双極誘導 (01→Cz)から，

匂い刺激前，刺激中および刺激後2回にわたって計4回記録し，各VEP成分の潜時，振幅お

よび脳波パワー%について統計的に検討して以下の結果を得た.

1 ラベンダーの匂い刺激中から後にかけ，両記録誘導で短潜時VEP成分P3，N3潜時が

有意なものも含めて延長し，長潜時成分では， P4---..，P7潜時で概ねすべての成分が有意に

延長した.振幅は，短~長潜時成分において有意な変化はすべて減少であった.本研究で

は70msecまでの短潜時成分を皮質下反応とし，それ以降を皮質視中枢における反応とと

らえ，前記の短~長潜時成分における潜時延長，振幅減少から，ラベンダーの匂い刺激に

より視床(外側膝状体)から後頭葉および広範囲の皮質視中枢での興奮伝達が抑制された

ものと理解した.脳波パワー%では，匂い刺激中には α2波帯域では増加したが，刺激後

は 0波帯域では有意に増加した。すなわちラベンダーの匂い刺激は脳波上，緊張抑制効果

を示した後時間経過とともに鎮静催眼効果を示したものと考えられた.

2. ペパーミントの匂い刺激中から後にかけ，両記録誘導で短潜時VEP成分潜時には有

意な変化がなく，長潜時成分ではP5潜時が有意に延長し，振幅は短~長潜時成分におい

て有意に減少した.このことから，ペパーミントの匂い刺激もラベンダーの匂いと同様に

潜時延長，振幅減少を示しVEPに対して抑制的に作用したが，有意な変化をきたした成分

が少なし短潜時成分潜時に有意な変化がないことから，その作用は弱く，皮質下におけ

る視覚神経伝達にはほとんど影響を及ぼさないものと理解した.脳波パワー%では，匂い

刺激中に α2波帯域では有意な減少， ß2ì皮帯域では有意な増加，および ô~皮帯域では有意

でない増加を認め，これらの変化は刺激後は消失したが，匂い刺激中の変化は，抗うつ薬

の示す脳波変化のパターンに該当することから，ペパーミントの匂いが抗うつ薬に類似し

た作用をもっ可能性が示された.

3. 木研究での匂いによるVEPへの影響は，皮質下では嘆覚系から視床網様核を介して

外側膝状体での神経伝達に作用を及ぼしたものとして理解した.ラベンダーおよびベパー

、、

ミントの匂いのVEPへの抑制作用は.その強さおよび作用部位は異なるが，いずれも外側

膝状体および皮質視中枢の抑制性神経伝達物質GABAを介する抑制作用によるものとして

理解できた.
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原著

VEP (視覚性誘発電位) および脳波へのラベンダーおよびペパーミントの

匂いの効果

井崎ゆみ f-， 木ノ桐三知了， 三 木佐知寸こ，山凶 一 成，生日1琢己
徳山人']:医学部神経粕t1l1医学教需 (l:1千:牛田琢己教段)

(、|ι凶 911: 7 JJ 28 r 1受付)

健常成人リ)性15名を対象とし，ラベンダーおよびペ

パーミントの匂い刺激が VEP(視覚性誘発電位)と脳

波に及ぼす影特を研究した VEPを含む脳波を経時的

に匂い刺激11IJ，刺激中，刺激後15分， 30分から記録し，

結果を統計的に検討して以 Fの結果を得た。

l ラベンダーの匂い刺激rjl，VEPは，間~長潜時

成分においてイi立にit十時延長，振幅減少し，脳波

は， α2?，皮が増加し，刺激後有意にe~，皮が増加し

たー

2 ベハーミントの匂い刺激中， VEPは，長潜時成

分では有意に潜時延長，振幅減少し，短潜時成分

では有意に振幅減少した 脳波は有意な α2波の

減少と s2波，O?皮の増加を示した。
3 これらのことからラベンダーの匂い刺激は，外側

膝状体から視覚皮質に対して抑制を宝し，緊張抑

制や鎮静催眠作用を，ペパーミン トの匂い刺激は

皮質下での抑制作用をほとんど示さず，弱い中枢

抑制作月]とthymoleptic作用をもっ可能性が示唆

され，作用機序としては GABAの関号が推測さ

れた。

匂いの情報はl臭覚伝導路を通じて大脳辺縁系，続床 下

部に入力され，本能的行動や感情に影響を与える 1)。近

年，匂いが脳機能に及ぼす影響については，脳波トll¥
~î 象関連屯{立6 . 7 . 12 1 ， PET (positron emission tomogra-

phy) 1'>.12などによる研究がある。しかし匂いが大脳

誘発屯位へ及ぼす効果についての研究は AEP(聴覚性

誘発電位)による研究13しかない 本研究では~教室の

組織的な大脳誘発電位研究の一環として，アロマテラ

ピーでは鎮静作用をもっといわれるラベンダーと神帝王強

壮作用をもっといわれるペパーミン ト14の匂い刺激が，

長瀞時成分を含む VEP(視覚性誘発電位)及び脳波に

与える効果について検討した。

研究対象および方法

1 研究対象

VEPにおける性別15)および精神政忠16.11の影響を避け

るために，健常成人リJ性を対象とした 3 被験者にはあら

かじめ本研究について充分な説明を行い1151立を得た.

被験者は22~39歳 (平均29 . 1 :t tl . 8歳)の健常成人男

性15名であり，全員について，ラベンダーおよびペパー

ミントの匂いによる VEP及び脳波の変化を調べた 令

員向精神薬の使用者ではなく， IE常脳波で，嘆覚機能に

異常はなかった。

2 研究方法

2・1 匂いの呈示方法

それぞれ約84eの室内空気を詰めたポリエチレンの袋

の中で，ラベンダーおよびペパーミントの天然植物精油

のそれぞれ0.016mR及び、0.013meを屯熱板ヒに滴下し拡散

させたものを試料とした。この袋を'方通行弁のついた

マスクに接続し，マスクで被験者の1Iおよび鼻を覆って

語着させ，鼻で呼吸をするよう指示して前記試料を10分

間吸引させた"I呼気は袋内には戻さず tubeで誘導して

室外に排気した 各被験者につきラベンダーとペパーミ

ントによる実験sessionの聞に数円以上の間隔をおき，

ペパーミン ト， ラベンダーの順に施行した。

2 . 2 匂いに対する評価

匂いの強さを，I無臭jから「耐えられないほど強い

匂い」まで6段階で実験終了後に各被験宥に評価させたd

また，匂いの快 ・不快度についても「極端に快jから「械

端に不快Jまで9段階で，同棋に評価させた160

2 . 3 VEPおよび脳波の記録β法

各被験者の頭皮上に10-20国際屯傾i去に準拠して記録

電極を装着したあと， 24~25'Cに保たれた shield room 
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におい強度 においの強さの感じ ラベン ダー ペパーミント

。 無央 0人 。人
一 一

何のにおいかわからないが， ややかすかに何かを!さじる強さ
一一一ーー

2 いIのにおいかわかる，ら くに感じる弱し、におい 日 6 
~ー

3 明らかに[~じるにおい 9 S 

4 強いにおい 。 。
5 耐え られないほど強いにおい 。 。

計15人 百t-l5人
ム

衣2

ラベンダー ペパーミント

+4 体ー端に快 。人 O人
十3 非常に快 。 。
+2 t1c 8 6 

+ 1 やや快 6 4 

。快でも不快で もない 5 

やや不快 。 。
-2 不快 。 。
3 非常に不快 。 。
-4 極端に不快 。 。

百D5人 計15人

3 . 1各被験者の VEPの潜時の変化

ラベンダーに よる匂い刺激中の70msec以内の短淋時

成分では，第2誘導では有意な変化はなく第 5誘導では，

3 i替時が有意に延長した。70msec以降の長潜時成分で

は同 じく匂い刺激中に 第 2誘導では N5潜時が有意に

延長 し， 第 5誘導ではP4，N4，P5i替時が有意に延

快 ・不快度

VEP (視覚性誘発電位)および脳波へのラベン ダーおよびペパー ミントの効栄

群平均 VEP

第2誘導ーから記録された

群平均 VEPは，著 明!なN

3 ， P 4 ~ 6 ， N7 を ， 第

5誘導から記録された群、I[

均 VEPは著明な N3，P4 

~ 5， N 5を含むいずれも

概ね3相性の輪郭を唱し，

P1 ~ P 8 ， N l ~ N 8 の成

分が特定された (12(11 ) 

ラベンダーでは，匂い刺激中に両誘導ともに N3潜時

が延長し，匂い刺激後に阿復した }第5誘導では P5以

後の各成分潜時で匂い刺激巾から後にかけての延長がみ

られた。また，頂点間振幅は両記録誘導で，匂い刺激中

から後15分にかけて概ね減少 したが刺激後は回復傾向を

示し， 第2誘導でP4は匂い刺激中から著明に陰性変位

して刺激後同復し， P6は刺激tjl著明な陽性変位をぷし

6段階におい長ぷ法ポl2 

ゆみ子

より特定した。また，各被験者の各記録sesslOnについ

て，両記録誘導別に，各記録時間における匂い刺激前値

と匂い刺激中および匂い刺激後の各記録時間の計測値の

差を Wilcoxonsignedーrankstestによって検定した。ま

た，匂い刺激中および後の刺激前の計測値に対する比

(%)の、F均を求めた。

脳波のデータ処理)j法

各記録sessJOnの各記録時間において，両記録誘導か

ら磁気 tapeに録磁された脳波を，A!D変換し FFT(高

速フーリエ変換)法を月]いてサンプリング レート

128Hz， 512pointで各4秒間の 8エポ ツク (32秒)につ

いて0.25Hz刻みに周波数解析を行い，絶付パワーイ直を

算出した (Oell333s/L) 刷波数帯域は2.0Hzから30.0

Hzまでを分割して O(2.0へ 3.75H7)， 8 (4. O ~ 7. 75Hz). 
α1 (8. O ~ 9. 75Hz)，α2 00. O ~ 12. 75Hz) ，日 1(13. O~ 
19. 75Hz)， s 2 (20. 0~ 30 . OHz)の6帯域ごとにパワー

百分宅を求めたロそして，匂い前パワー%の‘F均と匂い

J宇崎

2・4・3

の中の記録月j拍子を倒して仰臥させ，静臥開眼状態で

VEPを合む脳波を記録しながら. lI:i]時に被験去の立識

状態を脳波で監視した 遮汗した R何nograghMSP -2 R 

(日本光逗，以ド特記なければfri1じ)の XENON管か

ら，0.6jouJesのenergyの単党閃光を，被験者の開眼し

たI何服験 lて30cmの距離から照射した 閃光刺激の 1sec 

後に音刺激が，その 2sec後にIjGい布正巾神経電気刺激

が与えられ，さ らに2sec後に次の閃光刺激が'}えられ

る刺激のサイクルを繰り返して，被験者の覚醒ノjく曜を

定に保つようにしたo VEPの記録誘導は，吋教室で用

いている第2誘導 (01→ A1 + 2)および第5誘導 (01

-'Cz) 19を用いた VEPを含む脳波は，同記録誘導か

ら誘導され，前lu:増幅提AB-622M を削い， IJ寺定数

O.lsec，白域fiJter 100Hzで， hum除去機構を作動させず

増幅され，光刺激とIr司期する triggerpuJseとともに Oata

Rccorder (TEAC RX-50L)で録磁した。

VEPを含む脳波の記録は，匂い刺激前，匂い刺激中，

匂い刺激後1抗及び、30分から10分間にわたって計4回;

たー

ペパー ミントでは，第2誘導では，匂い刺激中に

i替時が著明に延長し刺激後に回復した。ほかは，各成分

潜時において部分的に短縮及び延長が混在し一定の傾向

をポさず，第5誘導では，屯jし、刺激中から後にかけて

P4 ~N 5 成分の潜時が延長し，頂点間振幅は減少 した

が，P 6 ~P 8成分の頂点間振幅は増大した (図 1)。

3 各被験者の VEPの変化

匂い刺激前の各被験者の VEPは基本的には対応する

記録誘導の匂い前群平均 VEP波形に準じており ，概ね

P1 ~ P 8 ， N1 ~N8 の成分を特定する こ と がで きた。

4 

中，匂い後の各記録時 間のパワー%の平均 の差を

Wi Jcoxon signed -ranks testによって検定した。また，各

周波数帯域の匂い中，匂い後の各記録時間のパワー%平

均の匂い前パワー%平均に対する比を求めた。

VEPと脳波パワー%との相関

VEP各成分の平均i督時及び凪点間平均振幅と脳波の

各周波数別パワ一%との相関係数を求めて検定した。

研究結果

匂いに対する評価

6段階匂い強度表示法でラベンダーとペパーミントの

匂いについてそれぞれ各被験者に匂いの強度について評

価させたところ，いずれの匂いも15名中14名の被験者が

2の「何のにおいかわかる， らくに感 じる弱い匂いJか

ら3の「明らかに感じる匂いJを選んだ。それで，各被

験者が感じたラベンダーとぺパーミン トの匂いの強度に

大きな隔たりはなかったものと 判断された。 9段階法で

快 ・イ"1夫皮について詰価 させた結ML，ラベンダーでは

2・4・4

約1時間で記録された。

データ処理万法

VEPのデータ処理H法
前記 OataRecorderにより録磁された VEPを含む脳波

と光刺激の t明 erp山 とを，筋電凶なとεの削 factを視

察により除去して再生しながら，加算平均装置(ATAC-

210， 1024address X 220bit)で，解析時間1024msecにて

100同加算手均して個々の VEPを記録 し， Computer 

(PANAFACOM U -1100)によ って日oppydiskは柔磁

し，さらに Computerでdata処理した。個々の VEP波形

はすべて，記録機器系の状態を含む脳外の諸条件による

基線の偏りや傾斜を最小二乗法により基線からの各瞬時

備の2乗和が最小になるように修正した。

2・4

2・4・1

ラベンダー，ペパーミントの匂い刺激的.中 後の全15被l股持の双板誘導群手均 VEP。

2000 

匂レ帽iIt前

・ 句、1明書 4・
・ 匂い輔1Il1i:1W
・ 匂¥.制iIt'追加骨

P5 

ペパーミント
3000 句、・制連量制

・ 匂い判断中

企 匂い判世喰15竹
・ 匂い輔副惟;mJ-

P5 

~'"てングー

P4 

凶 1

3000 

2000 

O
 
D
 
D
 
-1000 

+ 1の「やや快Jから +2の「快Jと符えた者が14名で

あったのに対して，ペパーミントではlOt，であ り，ラベ
ンダーの匂いのほうが快であると感じた被験省がやや多

N5 

-1000 

-2000 

-3000 -3000 

( 1 )群平均 VEPの検討

同記録誘導別に，各記録時間ごとに，全15被験者の

VEP波形を総加算平均 した群 、F均 VEP(GroUD 

VEP)を求め， CRT (c山 de-ray tube)上で健常成人

男性l附の compositeVEpI3と重ねて表示し，視察によ

り P 1 ~ 8 ， Nl----8の成分を特定 し，その潜時および
振幅の変化を検討した。

( 2 )各被験者の VEPの検討

CRTI咽面上にて各被験者の VEPを各記録誘導別，各

記録時間別に対応する記録時間の群平均 VEPを基準と

して重ねて長不し，弁被験者の VEPの各成分を視察に

2・4・2

Mean 

l'lS 

-1000 

ー2000

かったが，各被験者が感じたラベンダーとペパーミン ト

の匂いの快・ 不快度に大きな隔たりはなかった。また

いずれの匂いについても不快と感じた被験者・はいなかっ

た (表 1，表 2) 500 1000 
mc 

300 

ニ12800)。償紬 (時間軸)は付数日盛。

200 100 500 1000 
mc 

左はラベンダー右はペパーミント。縦軸は基線からの振幅 (50μv

300 200 100 
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長し，いずれも 15、30分後まで持続したo また匂い刺激

'1 1 はイ(~\去に変化 し なか っ たが匂い刺激後に，第 2 誘導で

はN3 ~ p 5，第 5，;長il--では P3及びN5 ~ P7 常時がは

じめて'U'，色;に延長したr

ペバーミントによる匂い刺iWU!1，第2誘導で、は判長i替

l時成分のいずれもイf立な変化はな く，第5誘導では， [三

i昔時成分 P5i持|時が延長 し匂い刺激後も持続した。第2

議等の N4，第5誘導の N6，P8， N8i替時は匂い刺

激後にはじめて延長した ペパーミントでもラベンダー

と|叶線に有意な変化はすべて延長であったが，ラベン

ダーと比較して有志な変化を1した成分は少なく，延長

の程度も小さかった(長3)。

3 . 2 各被験者の YEPの振幅の変化

ラベンダーによる匂い刺激rr1，第2誘導ではJ[f/I問振

ぷ3 ラベンダーおよびペパーミン トによる VEP作成分潜時の変化

ラベンダー ペパーミン ト
| 第2誘導 (01→A1+2) ー 第5訴事(白石z) 第2誘導 (01-+A1 +2) 宇 都 誘導百戸五
BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/BE A30/BE BE DU/BE A15/目的O/BEI BE DU/BE A 15/BE I A30/BE 

ーー← ー ーー一一ー を 十
P 1 16.8 107 128 107 15.0 99 103 75 16.7 159 '15.3 99 84 1 107 

N 1 23.01 107 98 119 22.0 105 124 80 25，3 85 119 21.2 118 127 

P 2 33.9' 100 107 109 27.8 105 113 104 32.9 101 101 103' 32，0 97 96 93 

1 N 2 ~9 101 105 106 36.7 105 102 103 45.7 101 空と 104 37.4 102 102 95 

1U22弘一:zqJr円37;日。3ベ217;;→;;1:;;」を
IP4 94.4 106 110** 108** 93.61106・ 104“ 105合 102.5 103 100 101 1 96.2 102 101 100 

一一+ ー+一一 ー一 一一一→一一一→ 一一一← ー←ー
N 4 116.2 110 108・108 113.3 108*" 106“ 107・122.1 103 106・ 1051110，9 102 103 104 
ト一一 +一一一 一 一一←一一寸 一一一一』ー 』一一一一+ー一一 一↓一一一一ーム ー一一一ー す

1 P 5 143.8 104 108**1 108* 134.7 106“ 102・ 102 149.1 99 102 1 99 130.51 102・ 102 103** 
」ー →ーー ふ -1  一一 一一- .... 一 一一→一一 』ー一一一一←
け~ 5 177.51 106" 105合 1104 180.7 102 105“ 110“176.2 101 103 1 104 185.31 10o 102 101 

i 一一一一 一一一 + ーー→ー一一一一 t----'t".一→一一一一一一-
~ 6 J 206 .~ 100 __!Q4 1 1旦→2259+ 99J 05・ 105* 205.1寸也L 103己04 225.51 100 101 104* 
1 N 6 '256.51 100 103 1 108“267.0 102 105** 107** 256.9 99 101 104 ** 264，8 101 104合 104
， 1-ーーーー 十 ーーー一‘ 一一ーー十 ーーーー時 一一ー一一
1 P 7 295.51 101 103 1 106* 310.1 101 105・ 105 290.9 99 102 104 300.1 102 103 105** 
L ー斗 トー ↓ ー- ー一一 一一一ー 斗 一一一 ー一一ー
N 7 337，51 101 ' 102 1 103 356.7 100 103 103 342.1 98 100 101 349.5 101 103 1 104 
一苧『一 -_ 

P 8 390・91101 '100 103 403.6 101 102 103 383.9 99 101 100 390.5 101 1 105* 1 106 
一→一一 → r 一一一一 一__ __-I---:_， ，_， .___ ~十 十一τ-;:;-;:-1出8428.~ 1 01....__290 103 判 7 101 102 105 426.5 99 101 101ω102  1 104*円E

全15被験者の各記録誘導から記銘された各VEP成分の、l'均貯時 'm叩 c)の匂い刺激による変化 匂い刺激qJと刺激後2[，円1
の計測偵の匂い刺激市j(BE)の予均i替時に対する比 (勿)，及びその走の Wilcoxonちignedrank， leslの結果，(イI添えの*印，
*Pく0.05， 本 *P<0.01) 
DU， A15， A30:各々匂い刺激中，刺激後15分，30分
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P、ーおよびペパーミントの幼以

VEP (税覚作品、発屯位) およ び~ I] ì泊波へ

ペバーミントの匂いでは第2議場;で 8?皮'市域とp3に

IF.のキ[1[剥があ 1)，α2 i皮，ny域とp3，sli良否7域とP7，

s 2 i!U ~i;; 域と N 3， N6にi抑制問があったE 第5，請
で、lは立 8?波皮白!U'W附，f4刊引似;日げ市if有n域虫， α1 ?州域とP3にJLの十HWlが，α2 ~I!<. 
q7域と p3にれの相|討があった(点6) ‘一

5 ・ 2 YEP科成分の取点nn1M ~fJ と llì11i皮パワ一%とω

相関
弓ベンダーの匂いで、は第 2誘導で、 8~皮帯域 と 11'UY， IlH4張
中日 N6-p7，s2r皮刊と トト1-P51これの十1]1叫があっ

た。第5誘導で、は8i皮伶域と N5-P6， p6 ~6 、 α 2
波山と P5-N5で̂t'lのt¥11見が， e {皮;i?域， s 1附域
とP5-N5で、1Eの十¥1聞があった。

ペパーミントの匂いでは第2誘導で8i皮帯域と

p8-N8. s2波十ti域と N3 -P4が負のキ111羽があり .s 

2波千百域と p7-N7が正の科|閑があった 第5誘導で

は8i皮r市域と N5-P6，s2附域と P4-N4がれの

十¥-11渇が，α21皮'市域JとP4-N 4カ'"1ト;の十11関があった (点

111品p4-N 4が布Jなに減少した 第5誘導では N3 -P4 

が有志に減少し，化Jし、刺激後いったん[111似し， P 5 -N 5 

で、は有立に滅少し，刺激後15分まで持続した。

ペパーミントによる匂い刺激け 1に，第2誘導で

P3-N3， N3-P4が有意に減少後徐々にlti]復し，第

5誘導で P5-N 5が匂い刺激1いから後30分まで有意に

減少した (点4) 

4 脳波の定量的周波数分析の結果 ‘ 

ラベンダーでは，匂い中IJj散1tJに引なな変化ははられな

かったが， α 21皮慌J~Xバワ 一%について，ペパーミント

では減少したのに比して増加した"e 1，皮 '~itÎ域においては，
/じJい刺激rlJにいったんわずかに減少した後，増加に転

じ.30分後に有意に増加した ペハーミントでは，匂い

刺j故中に有意川 2波情域が減少し.s 2波帯域ヂ増加
した α2 r皮帯域はその後回復し，s 2 i皮帯域は保々に

減少し， 30分後に有怠に減少した内また， αu皮帯域は
匂い刺激Ipより徐々に増加し30分後に有意に増加|し

た (表5) 
5 ・ 1 YEP各成分のi督時と脳波の凶波数帯域別ハ

ワ一%との相関

ラベンダーの匂いでは第2誘導で αl波帯域と N3.

α2波帯域と p6，sl1皮帯域と p3が有意な正の相関，

81.皮帯域と P3が有意な負の相関があったu 第5誘導で

はs2波帯域と N7が有意な負の相関があった。

7 )。

考察

YEPによる本研究では，ラベンダー，ペパーミント

のいずれで、も有意な変化は潜時延長，振幅減少であり，一

いず、れも YEPに対して抑制的に作用した ドhj記録誘導

のうち，双極誘導 (第5誘導)からの VEPがより多く

Tーミ ントによる脳波のパワ一%の変化
'(::J ノ'、."/ '"、、d

周波数街域 (Hz) 
8 。 αl α2 

(2.0・3.75) (4.0-7.75) (8.0・9.75)
110.∞¥2. i5 :13.0-¥9. i5' 

第2議導 BE 9.10 22.10 9.70 26.60 17.40 15. 10 

DU/BE 1. 02 0.97 1.15 1. 35 1.∞ 1.16 

A15. BE 1. 09 1.11 1. 15 1.18 1.07 0.96 

同)5糾
A30 BE 1. 25 1. 10 1.1ι 0.90 1. 14 0.99 

BE 7.60 21.80 10.00 26.60 18.10 15.90 

A DU/BE 1. (}CI 0.98 1. 43 1.72 i∞ 1.11 

A15/BE 1.10 1. 13 1. 34 1. 65 1. 03 0.96 

A30/BE 1. 48 1. 37 1. 15 1.06 1. 12 1.06 

第2誘導 BE 6.4-0 16.40 8.90 35.20 18.20 14.80 

DU/BE 1. 51 1.11 1.11 0.85* 1. 09 1.32* 

P A15/BE 1. 03 1. 14 1.33 1. 06 0.96 0.95 

A30/BE 1.84 1. 73 1.27* 0.99 0.96 0.86* 

第5誘導 BE 5.90 17.50 11. 20 35.00 17.00 13.40 

~ DU/BE 1. 52 1. 00 1. 14 0.96 1. 01 1. 22 

A15/BE 0.85 1. 02 1. 35 1. 12 0.95 1.凶

A30/BE 1. 81 1. 63 1. 17 1. 01 0.91 0.95 

脱税13i惜沼3112iFijiltff出目hrょm
dよLrA30;仰い刺激rjl，刺激後附.30分
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表6 匂い刺激lfl.および後の各 VEP成分泌時と脳
j皮のパワー%の相関

S
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P6 N6 ぞI__.P81 

11 

両記録誘導から記録された VEP各成分の潜時と，同
ー記録誘導からの EEGの各周波数帯域別パワー%と
の相関係数の検定結来。

(↑: p<O. 01， ↑↑: p<O. 05， ↑， ↓はそれぞれ正，
負の相関を点わす)。

有意な変化を宝した 有意に変化 した各成分i替時および

頂点問振幅は，ラベンダーでは，第5誘導で匂い刺激中

あるいは後に短潜時成分N3，P3 i替時が延長し，頂点
問振幅N3-P4が減少し，匂い刺激r1'から後にかけて

長潜時成分P4，N4， P5i持時が延長し， P 5 -N 5振

幅が減少した。ペパーミントでは，短i替時成分i替時に有

意な変化を認めないが， P3-N3，N3-P4振幅は有

意に減少し，長潜時成分においては匂い刺激中に有意に

P5が延長し，振幅については P5-N5が刺激後まで

有意に減少した。これらはいずれも抑制所見であるが，

潜時についてはラベンダーがペパーミントに比 し潜時延

長が短潜時を合めた広い成分に及び，ま た延長の程度も

大きく，ラベンダーの方が抑制作用が強いと考えられた

が，振幅についてはペパーミントはラベンダーと同様の

抑制作用を呈した。

筒井20は，約7白nsecまでの短滑時 VEP(SVEP)は，

網膜神経節細胞から視路(膝状体系と非膝状体系)を経

て視中枢に至るまでの電気反応であり，それ以後の成分

は，広範囲の皮質視中枢における反応に由来するとし，

また， SVEPは，約40msecまでに網膜律動様小波群，40~ 

70msecに視路脳幹篭位群， 70msec前後に後頭葉電位群

を含むとしている。また， i替時の変化は大脳白質の，振

幅の変化は大脳灰白質の機能を反映するとの報告があ

る2.22。このことより，ラベンダーのもjい刺激は，視床

Jド崎ゆみ子

表7 匂い刺激中，後の VEP各成分の頂点間平均指幅と脳波と
の相関
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両記録誘導から記録された VEP各成分の頂点問、F均振幅と，同
一記録誘導からの脳波の各周波数帯域別パワ一%との相関係数の
検定結果。
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(外側膝状体)から視中枢に至るまでの神経路および!よ

く皮質視中枢での興奮伝達を抑制したものと考えられ，

一方ペパーミントの匂いは皮質下の視覚神経伝達にはほ

とんど影響を及ぼさないが，大Ijì~灰ド1 質に対して抑制的

に作用したものと考えられた。

脳波では，ラベンダーでは匂い刺激中のα2波帯域の

増加と匂い刺激終了後の 6波帯域の有窓な増加が見ら

れた。一方，ペパーミントでは匂い刺激中に有意な α2

波帯域の減少と s2波情域の増加及び有怠ではないが，

8波帯域の増加を認め，刺激終了後αl波帯域の有志な

増加と s21.皮帯域の有意な減少および有意ではないが0

波の増加を認めた。ラベンダーによる脳波変化について

は， Klemmらは O波が増加した3)とし，また山口らは αl

及ぴα2波，特に α2-1 波情域(lO~11. tlHz)で出現

量が多かったとし，この結果について被験者の緊張が緩

和ないし抑制されたと考察している。ラベンダーの匂い

の睡眠促進効果については，ラベンダーオイルを封入し

た人て繊維を用いた寝具で被験者に寝てもらい睡眠ポリ

グラフを記録した結果，深睡眠とレム睡眠が増加 したと

報告しているお。本研究の結果ではラベンダーは，匂い

刺激中はα2波帯域の増加から緊張緩和もしくは抑制作

用を示し， 30分後には 0波が増加することから覚醒度

の低下つまり催眠作用をきたしたと J考えられる。 VEP

においても短長潜時成分における潜時延長，振幅減少つ

VEP (視覚性議発屯位)および脳波へのラベンダーおよびペパーミントの効呆

まり抑制l所見が匂い刺激中から後15分から30分まで持続

しており，これらのことから，ラベンダーの匂いはまず，

緊張抑制作用をきたし，匂い刺激終 f後も1時間経過とと

もに鋲静催眠効果をきたすことが示唆された

ペパーミントに関する報告としては小森らは， 50 

mg!kgのペントパルピタールを腹腔1)'Jにi主射し睡眠させ

たラットに存りをかがせて陣眠時間の変化を調べた結果，

ペパーミントではラベンダーと同様に睡眠時間を延長さ

せた2，1としているが， Klemmらはペパーミントが安静

覚醍時のヒトのe?皮を減少させたおとし，本ノ桐は AEP

E脳波で、覚醒度を上昇させた13と報告した。Pietroらは
stage 2の睡眠中のヒトに0.26mg/eのペパーミントの

匂l、刺激をうえ， EEG t，覚醒時EEGに似た high
frequency EEG burstの出現唱が匂い刺激中に有意に増加

したとし， tl 律神経系に対しては心拍数の有意な増加，

筋電凶の有意な減少がみられ，覚醒度については匂いの

有無で有意な変化はなかったおとしており，文献的には

ペパーミントの覚醒度上昇作用の有無については現存.の

ところ一致した見解は得られていないの本研究でもペ

パーミントの匂い刺激中に α波の減少と 9波の増加と

ともに 8波増加が認められており，覚醒度の上昇を示す

とは言い難い。]tilは向精神薬に基づく脳波変化の型を

6型に分頬したが，このうち α波の減少と徐波及び速

波の増加を特徴とするものを thymoleptic typeとし，抗

うつ薬が該、当することを示した26.27。本研究でのペハー

ミントによる匂い刺激中の脳波のパターンは前述の分額

によると，抗うつ薬の示すパターンに該当する c VEP 

ではペパーミントの匂い刺激巾，長i替時成分のi替時延長，

短長i替時の振1幅減少をi]ミし大脳皮質における抑制作用を

示しており，このことからも，ペパーミントの匂いは

thymoleptic effectを示すことが考えられた。

ラベンダー精油は酢酸リナリル2~)，ペパーミント精油
はメン トールが主成分291で、あり，これらの芳香化合物は

血液脳関門を通過しやすく，中枢神経系への親和性が強

い肝ことから，直接中枢神経系に対し作用を及ぼすこと

がJFえられるが，それぞれの特異的な薬理作用はまだ不
明である 本研究では低用最の精油を吸入によって与え

たため，巾.I夜rjlに移行した匂い物質は微量であると准測

され，本研究での，ラベンダーおよびペパーミントの匂

いは， 1県党系を介して VEPおよび脳波に影響を及ぼし

たと考えられた。

l奥覚情報は現在， 11:1世界ザJレで、確認されているところ

によると，日臭球を出て前梨状皮質，扇桃体，中隔側坐核
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などの辺綜系に入)j し(ì)視床 ('I~内側核)を続けl し限鰐
，1iT0n葉の嘆覚領 CPOF(centroposterior orbitofrontal cor-

tex)へ 到達する粁路 (2，視床を絞111しないで LPOF

(lateroposterior orbitofrontal cortex)へ到達する神経路，

③外側視床|、部に日経路がある眠、また，網様体への

IJ良覚性入hについてはおそらく内側前月前索を介してrTlli泊

網様体に終止するという加 白

l県覚系では暁 L皮においても，ある科度の匂いの識別

が行われており 31¥ ラベンダーとペバーミントのもJv、が

H史上皮から限簡前頭葉ロ臭覚領に速するまでにも識別され，

それぞれ VEPと脳波に対して異なる作!1Jを日したと考

えられた。

これらのことから，匂い刺激がIド脳網様体に入力し，

上行性網様体賦活系に対し抑制あるいは賦活作用を及ぼ

し，その結果脳波の徐波化あるいは速波化をきたしつる

ことが考えられる。しかし網機体賦活系はノルアドレナ

リン系，セロトニン系，アセチルコリン系， ドーパミン

系ニユーロンが同定されている32が，その正体は未だ不

明であり，本研究の脳波結果も，特にペパーミントにお

いては速波化と徐波化が併存しており，単・の糸の

ニューロンの刺激というだけでは説明できず， I二記以外

も含め複数の神経伝達物質が関わっている可能性がある

ものと思われる。

また，視床核と恨床網様棋との間にある程度まで相互

的な連絡関係が成立している291ことから， VEPにおい

ては，皮質下では視床特殊核で、ある外側膝状体において

視床背内側核より視床網様肢を介して嘆覚性人刀をうけ

抑制の作用が生じたと考えられる。網膜及び外側膝状体

における抑制性の神経伝達物質はGABAであり，外側

膝状体細胞から膝状体財閥網様核の神経細胞を通して

フィードパック抑制のかかる系がありこの抑制系神経伝

達物質もやはり GABAで、ある却という。また視覚皮質

にあるニユーロンの 5分の lはGABAニユーロンであ

ること331から，本研究においてはペパーミントの匂い刺

激は皮質視中枢，ラベンダーの匂い刺激は皮質下の視床

(外側膝状体)から皮質祝中枢にかけての視覚性神経伝

達を， GABAを介して抑制したものと推測された。
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The effect of odoγs of lavendeγand peppermint 0η the human VEP (Visual Evoked 

Potential) and EEG 

Yumiko lzaki，九1ichikoKinogiri， Sachiko九1iki，Kazuηari Yamanishi and Takumi・Ikuta

Department of Neuropsychiatry ，5chool of Medicine ，The University of Tokushima ，Tokushima 

(Director : Prof. Takumi氏uta)

SUMMARY 

The effects of the two kind of odors， Lavender and Peppermint、onthe human VEP (Visual 

Evoked Potential) were studied with 15 healthy male subjects aged 22 ~ 39 years. EEGs containing 

VEPs evoked by flash stimuli once eveη5 sec were derived from the two derivations (2 ch : 0 1→ 

A 1+2， 5 ch: 01→Cz) and recorded on magnetic tapes. Reproducing the tapes， VEPs with 1024 

msec of analysis time were obtained by averaging 100 responses， and EEGs were subjected to出e

frequency analysis. In each experimental session， EEGs containing VEPs were recorded before， 

during and 15 and 30 minutes after the inhalation of出rcontaining odor. Consecutive changes were 

observed with group mean VEP. lndivisual VEPs were subjected to the component叩 alysis，加dto 

the statistical assessment together with EEG frequency analysis. The following results were obtained. 

1. During and after inhaJation of Lavender， latencies of the short and long latency components 

increased， and peak-to-pe必〈釘nplitudesdecreased significantly. In EEG， the power % of α2 

frequency band increased， and then that of 8 increased significanrly with EEG slowing. These findings 

indicate that Lavender inhibits the visual sysrem on the lateral geniculate body and visual cortex， 

probably through GABA neuron system.The effect of Lavender on CNS might be relaxation at first， 

and then up to sedation. 

2. DufIng inhalation of Peppermint，出elatencies significantly increased and the peak-to-pe政

amplitude significantly decreased with the long latency components of VEP， but not rhose of short 

latency components. These findings indicate that Peppermint does not inhibit the visuaJ system at the 

subcorticallevel， and the inhibitory e百'ecton CNS is mild， moreover it might have some e百ectof the 

thymoleptic. 

Key words : visual evoked potential， EEG， odor， lavender， peppe円nint
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平成9年10月25日発行四国医学雑誌第53巻第5号

161""' 169ページに発表済

本研究では健常成人男性15名を対象として，鎮静効果があると云われてい

るラベンダー、および神経強壮効果があると云われているペパーミントの匂

いを含む空気を吸入させ，視覚性誘発電位(VEP)を含む脳波を，単極誘導(01

→4L¥1十2)および双極誘導(01→Cz)から 3 匂い刺激前，刺激中および刺激後2

回にわたって計4回記録し，各VEP成分の潜時，振幅および脳波パワー%の

変化を，継時的，統計的に検討して以下の結果を得た.

1.ラベンダーの匂い刺激中から後にかけ， VEP短潜時成分P3，N3潜時が

有意なものも含めて延長し，長潜時成分では， P4""' P7潜時で概ねすべての成

分が有意に延長した.振幅は，短~長潜時成分において有意な変化はすべて

減少であったことからラベンダーの匂い刺激により視床(外側膝状体)から

後頭葉および皮質連合野での興奮伝達が抑制されたものと理解した.脳波パ

ワー%は，匂い刺激中にはα2波帯域で，刺激後は6波帯域で有意に増加した

ことから，ラベンダーの匂い刺激は脳波上，緊張抑制効果を示し，後時間経

過とともに鎮静催眠効果を示したものと考えた.

2.ペパーミントの匂い刺激中から後にかけ， VEP短潜時成分潜時には有

意な変化がなく，長潜時成分ではP5潜時が有意に延長し，振幅は短~長潜

時成分において有意に減少した.このことから，ペパーミントの匂い刺激

もVEPに対して抑制的に作用するが，有意な変化をきたした成分が少なく，

短潜時成分潜時に有意な変化がないことから，その作用は弱く，皮質下に

おける視覚神経伝達にはほとんど影響を及ぼさないものと理解した.脳波

パワー%では，匂い刺激中にα2波帯域で有意に減少，s 2波帯域で有意に

増加し， o波帯域では増加したことから，匂い刺激中の変化は，抗うつ薬

の示す脳波変化のパターンに該当し，ペパーミントの匂いが抗うつ薬に類

似した作用をもっ可能性が示された.

3.本研究でのVEPへの匂いの効果は，皮質下で視床網様核を介し，視覚

神経伝導路と嘆覚神経系との間で，いず、れもGABAによる影響を反映した

ものとして理解した.

本研究は，従来経験的に云われていたラベンダーおよびペパーミントの

匂いの効果を， VEPによって初めて電気生理学的に実証し，その機序につ

いても論理的根拠を与えたものであり，この分野の研究に新しい知見を加

え，今後の研究に寄与するところ大であり，学位授与に値するものと認め

られた.
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